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●第４回定例会　財産の無償貸付の決定

　　　　　　　　　各会計補正予算

　　　　　　　　　健全化判断比率報告など

　　　　　　　　　〈一般質問〉

　　　　　　　　　　地域資源を管理づ舌用できる人材育成を

　　　　　　　　　　新規就震音への支援

　　　　　　　　　　6月定例会一般質問のその後は

　　　　　　　　　　避難道路新設等の防災対策は

　　　　　　　　　　二二ウキャンプ場水道整備と道道開通要望を

●議会の主なうごき

阪
、
。
、



第
４
回

定
例

心
･i

　奢
占冠杖本異哨ｵﾏｽ集慶緻良に
　　叢叢貸付

　
平
成
2
7
年
第
４
回
定
例
会
は
９
月
1
4
日
・
1
5
日
の
２
日
間
開
催
さ

れ
、
一
般
質
問
と
村
条
例
の
一
部
改
正
や
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
の

審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
聴
　
1
4
日
２
人
　
1
5
日
Ｏ
人
）

　
加
入
団
体
の
脱
退
と
新
規
加
入
に

伴
う
変
更
で
す
。

・
財
産
の
無
償
貸
付

　
占
冠
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
組

合
に
、
簡
易
製
材
機
・
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
を
無
償
で
貸
付
け
る
も
の
で

す
。

灰

－

擬
」

問
　
貸
付
け
の
条
件
、
簡
易
製
材
機

の
機
能
、
製
材
品
の
価
格
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
（
長
谷
川
議
員
）

蜃
淵
淋
漓
遡
溜
涙
」
　
無
条
件
で

貸
付
け
、
管
理
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
機
能
に
つ
い
て

は
直
径
７
１
万
長
さ
５
ｍ
4
0
四
ま
で

の
原
木
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格
に
つ
い
て
は
一
般
消
費
者
と
話

し
合
っ
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

・
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

・
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
の
変
更

・
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

・
占
冠
村
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正

　
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
の
確

保
や
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
す
る

た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

［
贋

－

擬
］

問
　
利
用
に
あ
た
っ
て
、
特
定
個
人

情
報
の
場
合
は
よ
り
厳
し
い
条
件
が

必
要
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。
（
木

村
議
員
）

「
母
虚
器
貪
圓
」
　
　
特
定
個
人
情
報

が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
条

例
が
よ
り
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。

問
　
第
２
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か

ら
４
年
を
越
え
な
い
範
囲
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
と
あ
り
ま
す
が
、
遅

く
な
っ
て
他
の
条
項
に
影
響
が
な
い

も
の
か
伺
い
ま
す
。
（
長
谷
川
議

員
）

［
囲
冲
澗
長
］
こ
の
法
律
の
施
行
日
に

　平成26年度財政比率が監査委

員の審査を経て報告されました。

健全化判断比率により､全国共通の

　｢モノサシ｣で各自治体の財政の

健全度を測るもので､村は財政健

全化団体に区分されました。

つ
い
て
は
、
近
々
定
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
村
も
条
例
を
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

・
占
冠
村
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　
平
成
2
7
年
1
0
月
５
日
か
ら
「
個
人

番
号
の
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数

料
」
の
追
加
を
、
平
成
2
8
年
１
月
１

日
か
ら
は
、
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
」
の
追
加
と
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
」

及
び
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
再

交
付
手
数
料
」
の
削
除
を
行
う
も
の

で
す
。

匯

一
一

擬
」

問
　
こ
の
条
例
の
導
入
時
期
・
経
緯

に
つ
い
て
と
変
更
に
よ
っ
て
住
民
負

担
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
（
山
本

議
員
）

区　分
実質公債費

　　比率
将来負担

　比率

村の比率

　【昨年】

6.2％

【6.7％】

5.8％

【－】

早期健全化

　基準
25.0％ 350.0％

＊早期健全化基準を越えた場合は｢財政再生

　団体｣となります。

～

1
0
月
５
日

以
降
、
住
民
に
は
個
人
番
号
が
記

さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
が
届
き
ま

す
。
平
成
2
8
年
１
月
１
日
か
ら

は
、
識
別
の
機
能
を
備
え
た
力
１

ド
に
移
行
し
な
い
と
、
公
的
な

カ
ー
ド
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
個
人
負
担
に
つ
い
て
は
、
初

回
は
無
料
で
、
紛
失
し
た
場
合
は

再
交
付
の
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。平

成
2
7
年
度
補
正
予
算

［
贋
－
擬
］

【
一
般
会
計
】

問
　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
工
事
等
の
残
土
運
搬
料
に
つ

い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
度
の

本
工
事
の
中
で
処
理
費
を
計
上
し

て
完
了
す
べ
き
と
思
う
が
、
今
年

２－一
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度
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
　
き
た
い
。

ま
す
。
（
五
十
嵐
議
員
）

中
田
福
祉
施
設
推
進
室
長

冬
季

工
事
に
な
っ
た
こ
と
と
、
残
土
の

有
効
利
用
を
考
慮
し
た
た
め
今
年

度
に
至
り
ま
し
た
。

問
　
民
開
賃
賃
共
同
住
宅
等
賃
借

料
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
（
五
十
嵐
議
員
）

［
澄
淫
蕩
渾
渾

1 1
長
］
　
千
歳
地
区

で
建
設
中
の
消
防
職
員
住
宅
を
村

が
一
括
借
り
上
げ
る
も
の
で
入
居

予
定
の
来
年
１
月
か
ら
３
月
分
に

つ
い
て
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

問
　
地
域
村
活
用
事
業
委
託
料
の

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
（
山

本
議
員
）

～
村
有
林

間
伐
事
業
で
排
出
さ
れ
た
空
洞
の

シ
ナ
ノ
木
を
、
村
内
の
工
房
に
委

託
し
て
ベ
ン
チ
、
遊
具
を
作
成
し

村
有
施
設
に
配
置
す
る
も
の
で

す
。

問
　
野
生
鳥
獣
対
策
備
品
購
入
費

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
（
山
本
議
員
）

［
凪
粟
案
唇
　
無
線
無
人
飛
行
機

　
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
購
入
し
農
作
物

の
被
害
調
査
、
平
ソ
シ
カ
対
策
、

橋
梁
点
検
等
に
有
効
活
用
し
て
い

問
　
湯
の
沢
温
泉
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
更

新
工
事
に
つ
い
て
、
営
業
が
度
々
中

断
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
（
山
本
議
員
）

圭
機
器
故
障

で
は
な
く
、
夏
場
の
シ
ー
ズ
ン
ピ
ー

ク
が
終
了
し
た
の
で
、
着
手
出
来
な

か
っ
た
部
分
を
更
新
す
る
も
の
で
、

今
後
も
老
朽
化
し
た
機
器
は
計
画
的

に
修
繕
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
ト
マ
ム
地
域
カ
フ
ェ
の
修
繕
内

容
と
補
正
が
遅
く
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
（
長
谷
川
議
員
）

ぽ
油
圧
‐
1
7
溜
両
辰
」
　
ト
イ
レ
・

流
し
台
の
修
繕
や
配
置
と
利
用
に
つ

い
て
、
使
い
易
く
す
る
た
め
十
分
な

検
討
を
し
た
結
果
遅
れ
ま
し
た
。

問
　
社
会
福
祉
総
務
費
の
扶
助
費
に

つ
い
て
増
額
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
（
長
谷
川
議
員
）

弧
逢
瀬
瀬
屑
濫
展
」
　
袖
装
具
の

電
動
車
い
す
の
更
新
中
請
に
よ
る
も

の
で
す
。

問
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
事
業
の
補
助
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
（
長
谷
川
議

員
）

［
珊
東
漸
冊

１
　

１
　
　
薪
ス
ト
ー
ブ
、
薪
ボ

イ
ラ
ー
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
価
格

が
1
0
万
円
以
上
で
１
／
２
以
内
上
限

2
5
万
円
、
設
置
費
は
費
用
が
1
0
万
円

以
上
で
１
／
２
以
内
上
限
3
0
万
円
、

薪
の
購
入
は
１
立
方
２
千
円
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

問
　
少
子
化
・
人
口
減
少
に
対
応
し

た
活
力
あ
る
学
校
教
育
推
進
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
（
木
村

議
員
）

［
珊
渾
漱
清
次
浪
］
　
文
部
科
学
省
に

お
い
て
、
学
校
統
合
を
行
う
場
合
の

教
育
環
境
の
充
実
と
小
規
楊
枝
を
存

続
さ
せ
る
場
合
の
教
育
活
動
の
高
度

化
と
い
っ
た
２
つ
の
テ
ー
マ
が
示
さ

れ
て
お
り
、
村
と
し
て
も
小
規
楊
枝

を
存
続
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
義
務
教
育
振
興
費
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料
の
活
用
内

一般会計（第２号）　580万円増

　総額24億9320万円⇒

　　　　　　　　　24億9900万円

･林業専用遺児峠支線開設工事の増など

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
（
木
村
議

員
）

雁
瀬
満
濃
」
　
村
内
学
校
間
や
協
力

大
学
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
教

育
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
野
生
鳥
獣
対
策
備
品
購
入
で
ド

ロ
ー
ン
を
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
操
縦
者
の
技
能
講
習
や
安
全
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と

管
理
・
保
管
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
（
木
村
議
員
）

涵
瀬
庫
長
」
　
操
作
技
術
の
向
上
に

向
け
て
の
講
習
会
等
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。
管
理
・
保
管
に

つ
い
て
は
産
業
建
設
課
で
し
ま
す
。

問
　
普
通
財
産
取
得
費
で
ト
マ
ム
地

区
の
休
笑
中
と
な
っ
て
い
る
ガ
ソ
リ

す
。
（
山
本
議
員
）

「
服
禾
課
鼎
」
　
　
集
落
対
策
ア
ン
ケ
ー

ト
・
住
民
懇
談
会
に
お
い
て
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
再
開
を
望
む
声
が
非

常
に
高
く
、
休
業
に
至
っ
た
経
過
等

を
整
理
し
た
と
こ
ろ
施
設
の
取
得
は

村
が
行
う
べ
き
と
い
う
こ
と
に
至

り
、
所
有
者
と
粘
り
強
く
交
渉
を
積

み
重
ね
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
営
業
開
始
は
次
年
度
の
施
設
整

備
・
運
営
形
態
が
整
い
ま
し
た
ら
行

う
予
定
で
す
。

【
特
別
会
計
】

問
　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費

の
増
と
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
誠
に
つ
い
て
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
（
木
村
議
員
）

気
庸

1 1
長
」
　
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
の
経
費
で
、
利
用
者
が

ン
ス
タ
ン
ド
を
村
有
化
に
よ
る
営
業
　
増
え
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
増
減
が

を
行
う
た
め
施
設
を
購
入
す
る
と
の
　
発
生
し
ま
し
た
。

こ
と
で
す
が
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま

　　　ｎ　　ｉ　ｊ　･：：　　　’‘ラ

　　　　　　E° j［E］‾1･e

一般会計（第３号）3540万円増

　総額２４億９９００万円⇒

　　　　　　　　　２５億３４４０万円

･湯の沢温泉給湯ボイラー更新工事費の増など

一般会計（第４号）630万円増

　総額25億3440万円⇒

　　　　　　　　　25億4070万円

･普通財産取得費の増など

国民健康保険（第２号）660万円増

　総額１億5070万円⇒

　　　　　　　　　　１億5730万円

･後期高齢者支援金の増など

簡易水道（第１号）　420万円増

　総額２億5000万円⇒

　　　　　　　　　　２億5420万円

･第２トマム団地2号線道路改良工事に

　伴う水道管移設工事の増など

介護保険（第２号）　240万円増

　総額１億1120万円⇒

　　　　　　　　　　１億1360万円

･過年度清算金の増など

歯科診療所（第１号）20万円増

　総額2330万円⇒2350万円

･歯科用×線診断装置修繕料の増など

一－３

平成2ﾜ年度補正予算(専決処分)

　　　～第４回定例会～
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よく3ﾌﾟｼﾞｈ；　．-三＾　.，s習l
ご＿jLぶZ　　－＝　　　y　　Ξ’

　
平
成
2
6
年
度
占
冠
村
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会

　
（
委
員
長
・
工
藤
國
忠
）
を
設
置

し
、
検
査
権
を
付
与
し
て
、
こ
れ
に

付
託
の
う
え
審
査
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

人
事
案
件

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
の
選
任
同
意

　
宇
中
央
　
鈴
木
祖
士
氏
　
　
再
任

○
占
冠
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の

　
選
任
同
意

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
改
正
以
降
、
新
た

に
教
育
長
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
字
中
央
　
藤
本
武
氏
　
　
　
新
任

○
占
冠
村
教
育
委
員
会
委
員
の

　
選
任
同
意

　
字
中
央
　
森
田
智
恵
子
氏
　
新
任

村
長
の
行
政
報
告

①
北
海
道
旅
客
鉄
道

　
　
　
　
株
式
会
社
要
請
活
動

　
６
月
2
4
日
に
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ

ム
と
と
も
に
会
社
訪
問
し
、
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
要
望
内
容

は
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
ホ
ー
ム
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
で
す
。
７
月
3
1
日

に
担
当
者
が
来
村
し
、
課
題
を
整
理

し
て
協
議
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

②
占
冠
村
猟
区
管
理
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会

　
７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
2
6

年
度
の
実
績
報
告
と
平
成
2
7
年
度
運

営
方
針
を
提
案
し
ま
し
た
。

③
平
成
2
7
年
度
上
川
中
南
部

　
　
　
　
各
期
成
会
夏
季
要
望

　
７
月
1
5
日
に
３
期
成
会
（
旭
川
十

勝
道
整
備
促
進
期
成
会
・
石
狩
川
上

流
治
水
促
進
期
成
会
等
）
の
国
・
道

に
対
す
る
要
望
を
お
こ
な
っ
て
き
ま

し
た
。

④
「
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ド

　
　
ひ
が
し
北
・
海
・
道
」

　
　
推
進
協
議
会
臨
時
総
会

　
７
月
2
9
日
に
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
を
協
議

し
ま
し
た
。
総
事
業
費
９
４
０
０

万
円
全
額
国
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。

⑤
第
５
回
国
際
野
生
動
物

　
管
理
学
術
会
議
占
冠
村

　
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　
７
月
2
6
日
か
ら
3
0
日
、
札
幌
市

で
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
国
際
野
生

動
物
管
理
学
術
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
村
も
ブ
ー
ス
を
開
設

し
、
展
示
と
販
売
を
行
い
、
村
の

鹿
対
策
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
８
月
１
・
２
日
に
は
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
地
と
し
て
1
9

人
の
外
国
人
研
究
者
の
訪
問
が
あ

り
ま
し
た
。

※
「
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は

　
「
体
験
型
の
見
学
会
」
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

⑥
高
橋
は
る
み
知
事
来
村

　
８
月
６
日
に
高
橋
は
る
み
知
事
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す

る
占
冠
中
央
小
学
校
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。
「
先
進
校
と
し
て
期
待
し
て

い
る
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

⑦
占
冠
村
新
規
就
農

　
　
　
　
　
　
支
援
協
議
会

　
８
月
１
１
日
に
開
催
し
、
現
在
研
修

中
の
方
の
ト
マ
ム
で
の
就
農
地
に
つ

い
て
の
件
と
二
二
ウ
の
方
の
新
規
就

農
者
認
定
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

一斗－

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置



第４回定例会

議員蕭散報告

言１．_・ｒｌｊ ゛ふ

　　　　　　　　　　　8月19日

　平成27年度北海道町村議会広報研修会がポールス

ター札幌で行われ、広報委員４人が参加しました。

　グラフィックデザイナーの長岡光弘氏から、①「読

んで頂く」ための工夫、②視覚化の基礎知識「文字

組」について、住民視点に立った紙面レイアウトを考

えることが大事であると述べられていました。

圭

一
息急急皆脆鹿

　　　　　村民の声を国政の場に

○日本国憲法･子どもの権利条約の理念尊重

　　した教科書採択を求める意見書

　公立学校における教科用図書の採択において､教職員

や保護者･住民の声を採択に生かし､憲法と子どもの権

利条約に基づく教科書を採択する措置を講ずるように要

望しました。

○林業･木材産業の成長産業化に向けた施策の

　　充実･強化を求める意見書

　国においては､①国際的な気候変動対策の枠組みの合

意ルールである森林経営による森林吸収量の算入上限値

3.5％分を最大限確保するため､安定的財源を確保するこ

と｡②公共事業である森林整備事業及び治山事業の財源

を十分かつ安定的に確保すること｡③川上から川下に至

る総合的な施策を地域の実情に合わせて柔軟に展開する

ため、「森林整備加速化･林業再生対策」を恒久化し､財

源を確保すること､以上3つの次項について実現するよう

要望しました。

］　

　　　　　　　　　　7月7日

　平成27年度北海道町村議会議員研修会が、札幌コ

ンベンションセンターで開催され、議員７人が参加

しました。

　中央大学名誉教授・今村都南雄氏の講演では「地

方議会を取り巻く最近の動向」と題し、住民との協

働において地方議会の果たす役割は重要で、力量が

問われていると述べていました。

　テレビ朝日コメンテーター・川村晃司氏の講演は

　「これからの政局・政治動向」と題し、いま安保法

制や憲法改正の議論があるが、全ての市町村の声を

国政に届けていかなければならないと述べられてい

ました。

齢y
ttj　　。、

今村都南雄氏

こ：き

，

‐圖屁一瓢　　　　　　　ｅ　　，

議会は､どなたでも気短に

傍聴する事が出来ます。
傍聴するのに特別な服装や準備は必要ありません｡途中

入場や途中退場も自由です｡傍聴人は自由に写真やビデオ

を撮ったり､録音することができます｡議場は総合センター

(役場庁舎)３階です｡お気軽においでください。

　　　　　　　　　　　　．●　　‾

１２月定例会→12月17日(木)・18日(金)

　※いずれも午前10:00～

　※議事内容等により､日程が変更する場合がございます。

－５－
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●
村
内
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
（
６
月
2
5
日
調
査
）

　
村
長
、
各
担
当
者
と
現
地
を
調
査

し
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
意
見
・
要

望
し
ま
し
た
。

○
占
冠
へ
き
地
保
育
所

　
老
朽
化
の
た
め
早
急
に
建
設
計
画

に
着
手
す
る
こ
と
、
新
計
画
に
あ

た
っ
て
は
福
祉
ソ
ー
ン
で
の
建
設
に

考
慮
す
る
こ
と
。
当
面
は
窓
ま
わ
り
、

ト
イ
レ
ス
ベ
ー
ス
、
換
気
扇
の
修
繕

を
行
う
こ
と
。

○
第
２
ト
マ
ム
団
地
１
号
線
改
良
舗

装
工
事

　
工
事
が
冬
季
に
入
っ
た
た
め
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
手
直
し
工
事
が
発

生
し
た
の
で
発
注
時
期
に
考
慮
す
る

こ
と
。

○
上
ト
マ
ム
地
区
ポ
ン
プ
場
築
造
工

事　
工
事
終
了
後
は
緑
化
等
の
環
境
整

備
に
配
慮
す
る
こ
と
。

○
上
ト
マ
ム
地
区
取
水
施
設
築
造
工

事　
工
事
終
了
後
は
緑
化
等
の
環
境
整

備
に
配
慮
す
る
こ
と
。

○
ト
マ
ム
ヘ
き
地
保
育
所

　
雨
漏
り
、
蛍
光
灯
に
つ
い
て
は
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
防
護

柵
出
入
口
の
施
錠
に
は
安
全
対
策
に

配
慮
す
る
こ
と
。

○
旧
商
店
の
跡
地
利
用

　
利
用
者
と
充
分
協
議
し
な
が
ら
使

い
易
い
施
設
に
整
備
す
る
こ
と
。

○
最
終
処
分
場

　
将
来
に
向
け
埋
立
て
か
焼
却
か
の

方
向
性
を
決
め
、
早
急
に
計
画
に
着

手
す
る
こ
と
。

●
村
外
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
（
７
月
６
～
７
日
調
査
）

人
口
減
少
対
策
の

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
《
安
平
町
》

①
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
「
安
平
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
国
や
北
海

道
と
連
携
し
た
環
境
整
備
や
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
と

協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

せ
る
取
組
み
は
手
作
り
感
が
あ
り
、

三
レ
ー
　
　
町
の
特
性
が
充
分
考
慮
さ
れ
た
優
れ

ト
マ
ム
保
育
所

地
域
カ
フ
エ
「
ミ
ナ
ト
マ
ム
」

た
計
画
と
感
じ
ま
し
た
。

②
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

　
住
民
の
交
通
利
便
性
の
確
保
、
町

内
交
通
事
業
者
の
安
定
経
営
、
街
中

の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
平
成
2
5
年
４

月
事
業
開
始
か
ら
毎
年
１
割
ぐ
ら
い

利
用
者
が
増
え
て
い
る
状
況
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
後
は
財
源
確
保
と
利

用
者
の
増
、
街
中
の
賑
わ
い
が
課
題

で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

③
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
等
建
設
促
進

事
業
に
つ
い
て

　
政
策
と
し
て
公
営
住
宅
は
建
設
し

な
い
方
向
に
あ
り
、
民
間
ア
パ
ー
ト

建
設
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

天
気
予
報
・

　
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

　
　
　
《
札
幌
管
区
気
象
台
》

　
天
気
予
報
・
地
球
温
暖
化
な
ど
の

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
と
気
象
台
の

業
務
（
気
象
状
況
の
監
視
・
予
測
や

地
震
・
火
山
の
観
測
の
実
務
状
況
）

を
実
際
に
見
学
し
ま
し
た
。

　
特
に
人
間
活
動
が
引
き
起
こ
し
た

「
温
室
効
果
ガ
ス
」
の
増
加
に
よ
る

「
地
球
温
暖
化
」
は
、
自
分
た
ち
の

手
で
ゼ
ロ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

札
幌
管
区
気
象
台

－６－



ここが問･きたい!一般質問

繁
一

地域資源を管理･活用
　　できる人材育成を

国
地
域
の
資
源
を
管
理
し
。

　
　
活
用
で
き
る
人
材
の
育
成
を

Ｉ
有
害
駆
除
対
策
は
、
狩
猟
に
よ

る
駆
除
と
資
源
の
有
効
活
用
の
た

め
、
平
成
2
4
年
４
月
に
野
生
獣
処
理

加
工
施
設
「
ジ
ビ
エ
エ
房
森
の
恵
み
」

を
建
設
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
は
非
常
に
評
価
で

き
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
の
有
害
駆

除
の
状
況
と
猟
区
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

二
伸
贈
淋
長
」
　
村
が
管
理
す
る
占
冠

村
猟
区
は
、
平
成
2
6
年
９
月
か
ら
1
0

年
間
の
設
定
期
間
を
設
け
て
安
全
で

管
理
さ
れ
た
狩
猟
環
境
の
実
現
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
面
２

年
程
度
を
準
備
期
間
と
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
２

人
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
林
業
振
興
室

に
配
置
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図
こ
の
２
人
の
専
門
員
で
す
が
、

今
年
度
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
は
終
了
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
年

度
以
降
は
、
ど
う
い
う
体
制
に
な
る

の
か
伺
い
ま
す
。

二
伸
漸
漸
長
」
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
は
、
平
成
2
8
年
６
月
末
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
当
初
よ
り
年

度
末
の
雇
用
期
間
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
平
成
2
9
年
３
月
末
ま
で
の
配

置
で
考
え
て
い
ま
す
。
任
期
以
降
は

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、
引
き

続
き
現
行
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
猟
区
は
、
エ
ソ
シ
カ
や
ヒ
グ
マ

の
有
害
駆
除
の
対
策
に
重
き
を
置
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
修
学
旅
行

な
ど
の
教
育
的
な
側
面
、
そ
し
て
国

内
の
狩
猟
を
中
心
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
も
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。
専
門
員
は
、
こ
う
し
た

こ
と
も
担
っ
て
い
く
人
材
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

［
市
制
制
鼎
］
　
平
ソ
シ
カ
対
策
は
、

平
成
2
3
年
度
に
エ
ソ
シ
カ
対
策
基
本

構
想
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

進
め
て
い
ま
す
。

　
エ
ゾ
シ
カ
を
資
源
と
し
て
捉
え
て

色
々
な
面
で
振
興
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
安
全
に

猟
を
し
て
い
た
だ
き
、
エ
ゾ
シ
カ
の

個
体
数
を
管
理
し
て
い
く
方
針
で

す
。

Ｉ
村
内
に
定
着
し
て
い
た
だ
い

て
、
先
進
的
な
仕
事
も
含
め
て
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
例
え
ば
西
興
部

村
の
猟
区
管
理
な
ど
を
参
考
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

二
伸
贈
淋
長
」
　
そ
う
い
っ
た
人
材
を

育
成
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
村
の
振

―
・
－
－
－
－
ｒ
－
―
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
－
－
！
―
　
　
Ｉ
ｒ
Ｊ
ｉ
一
－

エ
ソ
シ
カ
の
保
護
管
理
を
学
ぶ
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ

興
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
　
考
え
ま
す
と
、
や
は
り
山
林
を
活
用

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
振
興
策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
基
本
的
に
は
山
作
り
、
そ
し
て

図
村
内
に
は
エ
ソ
シ
カ
や
ヒ
グ
マ
　
副
産
物
で
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
不
予
ル

以
外
に
も
大
変
有
効
な
資
源
が
沢
山
　
ギ
ー
、
山
菜
、
エ
ソ
シ
カ
、
メ
ー
プ

あ
り
、
長
い
目
で
見
る
と
大
き
な
経
　
ル
シ
ロ
ッ
プ
、
さ
ら
に
は
赤
岩
青
巌

済
価
値
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
　
峡
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
景
観
の
保

す
。
こ
れ
ら
を
管
理
す
る
人
材
を
育
　
全
な
ど
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

成
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
　
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
専
門
的
な
人

が
、
具
体
的
に
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。
　
材
を
育
成
す
る
に
は
、
長
い
ス
パ
ン

二
伸
贈
淋
長
」
　
総
面
積
の
㈲
％
が
山
　
で
考
え
て
何
を
優
先
し
て
い
く
の

林
と
い
う
我
が
村
の
今
後
の
振
興
を
　
か
、
内
部
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

－７-－



ここが聞きたい!一般質問

新規就農者への支･－

五回穏和

国
農
業
生
産
人
口
の
増
を

　
　
　
生
か
す
農
業
施
策
を

図
村
内
で
は
昨
秋
１
人
、
今
春
２

人
の
新
規
就
農
者
が
農
業
に
従
事
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
２
人
の
方
が
農

家
で
の
研
修
を
終
え
て
、
農
業
生
産

に
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
親
の
後
を
継
い
で
農
業
を
志
す
家

族
も
い
る
と
関
い
て
い
ま
す
。

　
村
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
・

機
関
の
努
力
の
成
果
で
あ
り
、
歓
迎

す
る
動
き
で
す
。
こ
の
方
々
が
確
実

に
生
産
活
動
を
推
進
し
、
住
民
と
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
村
と
し
て

具
体
的
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

［
冲
肘
匿
辰
］
　
占
冠
村
新
規
就
農
等

支
援
対
策
実
施
要
綱
、
占
冠
村
農
業

振
興
事
業
補
助
規
則
に
お
い
て
新
規

就
農
者
や
農
業
者
に
対
し
て
助
成
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
内
容
を
使
い
や
す

い
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
整
理
、

検
討
し
て
お
り
、
具
体
的
施
策
に
つ

い
て
は
次
年
度
の
予
算
に
反
映
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
施
策
は
一
定
の
取
組
み
の
速
さ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
く
手
を

打
っ
て
農
家
・
新
規
就
農
者
に
支
援

活
動
を
行
い
な
が
ら
、
立
派
な
農
業

経
営
者
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
よ
う

な
施
策
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
再
度
伺
い
ま
す
。

［
冲
贈
㈲
長
］
　
現
行
制
度
で
対
応
し

ま
す
が
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ

き
ま
し
て
は
内
容
を
十
分
精
査
し
た

上
、
補
正
予
算
等
で
対
応
し
ま
す
。

農
業
者
に
と
っ
て
、
ま
た
新
規
就
農

者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
、
使
い

や
す
い
制
度
に
整
理
し
て
お
り
、
今

後
は
緊
急
を
要
す
る
も
の
も
含
め
て

整
理
し
て
い
き
ま
す
。

回
村
民
誰
も
が
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
制
度
を

図
村
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・

芸
術
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社

会
活
動
に
永
年
に
わ
た
っ
て
黙
々
と

取
り
組
ん
で
い
る
人
が
お
り
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
の
活
動
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
が
し
ま
す
。
村
民
誰
も
が
認

め
る
活
動
、
取
組
み
を
し
て
い
る
人

に
村
民
の
思
い
を
受
け
て
、
表
彰
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

新
規
就
愚
者
の
定
着
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
占
冠
の
農
業

［
申
㈲
㈲
鼎
］
　
本
村
に
お
け
る
表
彰

に
つ
き
ま
し
て
は
、
占
冠
村
表
彰
規

則
を
定
め
ま
し
て
、
基
準
に
照
ら
し
、

相
当
と
判
断
し
た
方
に
対
し
て
表
彰

を
す
る
こ
と
と
し
て
き
ま
し
た
。
誰

も
が
認
め
る
方
の
努
力
に
対
し
て
表

彰
で
報
い
る
と
い
っ
た
こ
と
に
は
異

論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
表
彰
規
定
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
明
確
な
基
準
な
ど

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
規
定

の
見
直
し
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

図
住
民
誰
も
が
こ
の
人
な
ら
表
彰

し
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
人
を
表

彰
す
る
制
度
に
変
え
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。

［
冲
肘
㈲
辰
］
　
表
に
出
な
い
で
影
の

存
在
で
村
の
人
た
ち
を
支
援
さ
れ
て

い
る
方
も
実
際
に
は
い
ら
っ
し
や
い

ま
す
の
で
、
い
ま
の
制
度
は
古
く
て
、

規
則
そ
の
も
の
も
よ
く
理
解
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
、
民
意
を
反
映
で
き

る
仕
組
み
を
検
討
し
、
規
則
を
改
正

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

-－８



ここが聞きたい!一般質問

6月定例会
　一般質問のその後は

国
６
月
定
例
会

　
　
　
一
般
質
問
の
進
捗
状
況

一
工
目
て
支
援
の
調
査
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
ト
マ
ム
地
区
に
似
た

事
業
が
あ
る
と
の
こ
と
で
保
護
者
に

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
お
互
い
に

や
っ
て
い
る
の
で
必
要
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
全
体
的
な
計
画
を
作
る

と
き
の
意
向
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、
現
在
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
設
置
の
意
向
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　
占
冠
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、
具
体
的
な
施
策
と
し

て
、

①
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
支
援
策

②
妊
婦
、
乳
幼
児
の
健
康
の
確
保
及

び
増
進

③
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す

る
教
育
環
境

④
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境

⑤
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
等
施
策
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
占
冠
地
域
交
流
館
の
女
子
ト
イ

レ
及
び
炊
事
場
の
修
繕
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

［
申
㈲
㈲
㈲
］
　
炊
事
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
逆
流
に
よ
る
水
漏
れ
が
起
き

な
い
よ
う
改
善
、
女
子
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
電
気
工
事
を
行
い
、
暖
房
機

の
設
置
と
水
洗
ト
イ
レ
の
水
を
冬
期

間
不
凍
液
に
す
る
こ
と
で
考
え
て
い

ま
す
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
本
定
例
会
に
提

案
し
ま
す
補
正
予
算
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
承
認
さ
れ
れ
ば

着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
双
珠
別
川
河
川
砂
利
除
去
の
要

望
の
結
果
を
伺
い
ま
す
。

［
沖
淋
淋
辰
］
　
北
海
道
へ
の
要
望
は

ま
だ
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
相
手
方

の
受
け
止
め
を
含
め
、
効
果
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
富
良
野
圈
城
市
町
村

長
に
よ
る
河
川
整
備
促
進
要
望
と

い
っ
た
機
会
が
あ
り
、
毎
年
１
回
で
、

今
年
は
Ｈ
月
に
予
定
し
て
お
り
、
要

望
書
の
作
成
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

回
字
占
冠
の

　
　
　
公
営
住
宅
の
今
後

１
３
月
定
例
会
で
は
、
入
居
の
見

通
し
が
あ
れ
ば
建
設
を
検
討
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
入
居
の
見
通

し
で
は
な
く
、
入
居
で
き
る
状
況
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

解
体
費
用
を
修
繕
に
回
し
、
水
洗
化

に
も
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
早
急
に

浄
化
槽
を
設
置
し
て
は
い
か
が
か
と

考
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

［
冲
贈
淋
長
］
　
宇
占
冠
の
村
営
住
宅

は
現
在
1
6
戸
あ
り
ま
す
。
道
道
側
の

住
宅
は
昭
和
5
0
年
建
設
の
住
宅
で
老

朽
化
も
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
　
す

解
体
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
解
体
後
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
更
生
橋
の
架
け
替
え
用
地
と
し

て
考
え
て
お
り
ま
す
。
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て
は
、
住
宅
棟
ご
と
の
設
置

で
は
な
く
、
住
宅
全
戸
に
対
応
す
る

浄
化
槽
を
１
基
設
置
す
る
よ
う
検
討

中
で
あ
り
、
設
置
費
用
、
維
持
管
理

費
用
と
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｉ
住
宅
全
戸
対
応

の
浄
化
槽
設
置
を
１

基
に
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
大
規
模
な

浄
化
槽
で
す
と
か
な

り
な
費
用
と
な
り
、

予
算
の
付
け
方
等
が

厳
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
予
算
的
に
も
・
維

持
管
理
に
も
、
小
規

模
の
方
が
便
利
と
い

う
話
も
聞
い
て
お
り

ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
行
政

側
の
試
算
で
は
棟
ご

と
よ
り
、
一
括
設
置

の
方
が
有
利
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
再
度
調
査
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま

　
水
洗
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
占
冠

の
公
営
住
宅
だ
け
で
す
の
で
、
１
年

で
も
早
く
比
較
計
算
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
の
た
め
解
体
が
予
定
さ
れ
る
占
冠
市
街
公
営
住
宅

一９－



ここが聞きたい!一般質問

避難道路新設等Iの

　　　　防災対策はI’
座ﾖ但〕

困
農
業
振
興
対
策

図
黒
毛
和
種
の
補
助
事
業
が
今
年

度
に
終
了
す
る
が
、
本
事
業
に
よ
り

経
営
の
安
定
化
と
充
実
が
図
ら
れ
、

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
理
解
し

て
お
り
、
本
事
業
の
継
続
延
長
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
里
一
毛
和
種
経
営
安
定

化
事
業
は
平
成
2
3
年
か
ら
2
7
年
度
の

事
業
と
し
て
実
施
し
、
優
良
牛
の
導

入
、
高
齢
牛
の
更
新
、
そ
れ
に
伴
い

産
出
さ
れ
た
素
牛
が
高
値
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
一
定
の
成
果
が
出
た

と
思
い
ま
す
。

　
事
業
は
本
年
度
で
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
関
係
者
か
ら
の
要

望
や
農
協
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
新

し
い
事
業
の
検
討
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
肢
業
者
等
と
協
議
し
、
形

を
変
え
て
畜
産
振
興
は
継
続
し
て
い

く
考
え
で
す
。

回
宮
下
橋
の
補
修
は

図
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

中
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
入
札

時
期
、
ま
た
通
行
止
め
等
の
規
制
が

行
わ
れ
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

［
申
㈲
㈲
㈲
］
　
入
札
時
期
は
1
0
月
下

旬
か
Ｈ
月
で
工
期
は
平
成
2
8
年
３
月

末
で
す
。
今
年
の
工
事
は
下
部
工
事

で
、
住
民
の
生
活
、
ま
た
ス
キ
ー
場

利
用
者
に
は
影
響
が
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

回
避
難
道
路

Ｉ
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
集
中
豪
雨
に
対
し
て
、
想
定

外
の
こ
と
も
あ
り
得
る
と
想
定
し
、

事
前
策
を
講
じ
る
こ
と
が
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
、
減
災
に
つ
な
が
る

と
考
え
、
避
難
道
路
の
必
要
性
を
伺

い
ま
す
。

［
’
冲
刺
刺
長
］
　
現
在
あ
る
砂
利
道
は

地
す
べ
り
と
か
河
川
の
管
理
上
、
北

海
道
と
の
調
整
が
取
れ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
避
難
場
所
ま
で
の
避
難

道
路
は
中
学
校
へ
行
く
道
路
一
か
所

で
あ
り
、
道
路
の
確

保
に
つ
い
て
は
検
討

を
要
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
1
0
月
の
所
管
事

務
調
査
で
現
地
を
見

て
い
た
だ
き
、
整
骨

院
側
新
ル
ー
ト
で
の

開
設
が
出
来
な
い
か
、

行
政
、
議
会
ま
た
は

住
民
の
意
見
等
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
新

し
い
提
案
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

二
伸
肘
㈲
長
」
　
運
動

公
両
側
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
、
駐
車
場

等
が
あ
り
、
影
響
が

な
い
の
か
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い

本
年
冬
か
ら
下
部
工
事
が
は
じ
ま
る
宮
下
橋
　
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
学
校
の
防
災
体
制
は

Ｉ
小
中
学
校
に
お
い
て
も
、
文
部

科
学
省
の
原
則
的
な
ひ
な
形
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
総
体
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
作
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
非
常
時
に
細
部
に
つ
い
て
対

応
で
き
な
い
状
況
が
出
て
こ
な
い
か

伺
い
ま
す
。

こ
渾
滓
激
凛
凛
」
　
各
学
校
に
お
い
て

国
・
北
海
道
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
は
別

に
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
て
い
ま

す
。

　
教
育
計
画
の
中
に
も
、
学
校
安
全

計
画
、
防
災
計
画
、
学
校
危
機
管
理

を
定
め
て
全
教
職
員
で
確
認
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
保
護
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
全
校
参
観
日
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
等
の
機
会
に
説
明
し
て
お

り
、
教
育
委
員
会
も
事
案
の
発
生
危

険
の
あ
る
場
合
は
各
学
校
と
連
絡
調

整
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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ここが聞きたい!一般質問

ﾆｳｷｔンフ薯
水道整備と道道開通
　　　　要望を

国
ニ
ニ
ウ
キ
ャ
ン
プ
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
状
況

図
昨
年
の
総
務
産
業
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告
後
の
対
応
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
「
水
道
水
の
確
保
」
に
つ
い

て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

二
伸
肘
淋
長
」
　
一
定
の
水
量
は
確
保

で
き
た
も
の
の
水
質
が
悪
く
、
飲
用

に
不
適
で
飲
用
水
と
し
て
処
理
す
る

た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
段
階
で

す
。
応
急
策
と
し
て
、
既
存
水
源
近

ど
う
か
と
十
分
な
量
が
確
保
さ
れ
て

岫W

回

長ど

　う

十か
分を

な伺

水い
量ま

はす

確　゜

保

さ
れ
ま
す
が
、
鉄
分
が
多
く
除
去
が

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
と
こ
ろ
の
水
源
は

好
天
が
続
き
ま
す
と
水
不
足
が
生
じ

ま
す
。

図
不
確
定
要
素
が
あ
り
、
安
心
で

き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
論

は
い
つ
頃
で
ま
す
か
。

［
中
洲
洲
鼎
］
　
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
方
向
性
は
出
し
て
い
き
ま
す
。

Ｏ
％
と
い
う
こ
と
で
す
。
総
体
的
な

水
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
が
急
が
れ

ま
す
。
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

二
伸
㈲
淋
長
」
　
水
の
供
給
に
関
し

て
、
早
急
に
検
討
・
対
応
を
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｉ
水
利
権
の
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
流
水
の
検
討
も
考
え
て
は
い
か

が
で
す
か
。

二
伸
肘
淋
長
」
　
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
調
査
は
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
「
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
補
修
」
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

二
伸
漸
漸
長
」
　
指
定
管
理
者
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

Ｉ
か
な
り
古
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
改
修
・
新
築
し
た
方
が
良
い
と

思
い
ま
す
が
。

［
申
順
順
冊
］
　
大
規
模
な
施
設
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
緊
急
度
・
優
先
順

位
等
を
鑑
み
て
、
指
定
管
理
者
と
協

議
を
重
ね
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
「
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
」
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

［
市
制
制
冊
］
　
必
要
性
は
感
じ
ま
す

が
、
今
年
度
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

［
ホ
㈲
㈲
鼎
］
優
先

順
位
は
高
く
、
オ
ー

ト
サ
イ
ト
も
含
め
て

検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

図
「
福
山
へ
行
く

道
道
の
整
備
」
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

［
仲
村
村
長
］
　
次
年

度
以
降
に
繰
り
延
べ

に
な
り
ま
し
た
が
、

北
海
道
に
要
望
を
お

こ
な
っ
て
い
き
ま

す
。

Ｉ
緊
急
度
の
高
さ

で
順
番
を
付
け
る
と

ど
う
な
り
ま
す
か
。

［
’
冲
肘
㈲
長
］
　
１
番

は
水
進
水
確
保
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
補
修
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
　
次
は
駐
車
場
の
増

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
設
、
３
番
目
は
ト
イ
レ
関
係
と
考
え

［
冲
肘
㈲
長
］
　
今
年
度
は
実
施
し
て
　
て
い
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

一
「
ト
イ
レ
蛇
口
の
取
替
え
」
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

［
申
順
順
冊
］
　
指
定
管
理
者
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
「
駐
車
場
の
増
設
」
に
つ
い
て

図
今
年
も
利
用
客
が
増
え
約
１
３
　
１
「
ト
イ
レ
の
個
室
化
と
拡
張
」
伺
い
ま
す
。

固
福
山
方
面
の
道
道
整
備
の
考
え

は
。

二
伸
刺
刺
長
」
　
道
道
で
す
の
で
、
村

の
予
算
で
や
る
と
い
う
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
働
き
か
け
は
積
極
的
に

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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議会の圭なうごき=

　
猛
暑
も
去
り
秋
風
の
吹
く
爽
や

か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
６
月
に
少
々
気
象
異
変
が
見
ら

れ
ま
し
た
が
少
し
ず
つ
回
復
し
、

豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
。

　
し
か
し
一
方
で
地
球
環
境
が
牙
を
剥
い
た
た
め

か
、
関
東
・
東
北
地
方
で
は
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
、
家
屋
や
収
穫
目
前
の
農
作
物
の
流
失
や
、
浸

水
で
尊
い
人
命
を
奪
わ
れ
、
最
悪
の
被
害
を
被
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
も
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
並
び
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
と
、
お
侮
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
は
世
界
各
国

で
発
生
し
、
貴
重
な
財
産
や
、
人
命
を
奪
う
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
要
因
は
、

人
間
活
動
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
が
、
大
気
中
に
大
量

に
放
出
さ
れ
「
地
球
温
暖
化
」
を
も
た
ら
し
た
可
能

性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
安
心
・
安
全
、
そ
し
て
快
適
に
暮
ら
す

た
め
に
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
に
心
が
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
）

▼
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
木

委委副
委
員
長

長
谷

且且

大工

（
前
期
）

谷藤川村

元國歌一

江忠聴俊

　　　　　　　くく議会広報や議事録全文は村ホームページでご覧になれます。〉〉

　　　　　　　　　発行：占冠村議会　　責任者：相川繁治　　編集：議会広報特別委員会

〒079-2201北海道勇払郡占冠村字中央TEL

0167-56-2191

FAX

0167-56-2184

URL

http://www.vill.shimukappu.gr.jp

.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－12－


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12

